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インターネット時代の学術情報と研究者そして図書館

はじめに

北海道大学図書館が運用している HUSCAP

という名の「機関リポジトリ」が全国の大学・

研究機関の先頭を走っていることをご存じだろ

うか。ほとんどすべての学術情報がインター

ネットを通じて流通する時代になり，図書館の

あり:左も大きく変わろうとしている。学術雑誌

へのアクセスも投稿も，すべてが机の上に置か

れたコンピューターからできてしまう日常を過

ごしていると，時として図書館の存在を忘れて

理学研究院助教授 栃内 新
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しまいがちになる O しかし， 一歩大学を出て学

外のネットワークから同じ学術雑誌にアクセス

しようとしても，北大図書館のライセンスなし

には論文も読めないことがわかる O インター

ネット時代の今，大学図書館を有効に使えるか

どうかが，研究機関の未来を左右する大きな鍵

となる。

学術情報今昔

大学を構成する主要なメンバーは，学生と教
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民と事務職員であるの~主ljては教育を受けるため

に大学に米るが，ほとんどすべての教員は学生

の教育に携わる 方でテーマを持って研究もし

ている。ただし，州究というl百lじ門葉でくくら

れていても，止;系と焼系とではその中身は大き

く違うし，同じま里;れでもさらに細かな違いがあ

るので，円分のI'fi属守るところ以外の研究省の

実態は実のところよく知らない。ただし，いず

れの分野でも研究のために学術情報の操作を必

要とすることに違いはないだろうし，その情報

の集散ハブが図書館であり続けてきたことも，

また歴史的事実であろう。

立J系の研究でも基本的には同じなのだと思う

が，理系の研究分野においては日進月歩で進展

ナる研究をフォロ--9るために，新Lく山版き

れるえ手術論止;に日をjmし続ける必;tがある。分

野にもよるのだろうが，私個人のことを振り返

れば，週刊・月十Ij・隔月刊・旬十Ijなどのベース

で充刊される関連論文をチェックするために，

かつては迦一日くらいのベースで凶書館に通っ

ていた記憶がある。インターネソトによるアク

セスが発達した現在，自分のオフィスにあるコ

ンピューターから気軽に，さらにたくさんの雑

誌をいつでも気軽にチェ yクすることができる

ようになり，実際に1>11書館に行く必要はほとん

となくなった。では，図書館はいらなくなった

のだろうか。

見えない図書館

ほとんとの学術雑誌では，新千Ijが発行される

とその片次情報をメールで送ってくる TOC

(Table 01 Conlenls)サーピスを無料で行って

いる。メールで送られてくる論丈タイトルのひ

とつひとつには URLアドレスが付いていて，

それをクリックするだけで原著論文にアクセス

できるしくみになっている c 原著論文は，ホー

ムページ形式 (html)で見ることもできるし，

叩刷論文と同じ形式で表示される pdfファイル

をダウンロードLてハードディスクに保存して
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利用することもできるの私の場合は，興味ある

論文をま F表示の早い htlηlで確認し，重要だ

と思わ*1るものは， pc11ファイルをダウンロ

ドする。

普段，大学の巾でこうしたサービスを利用し

ていると，このサービスが図書館と関係してい

ることは実感しにくいのだが，円宅からこの

サーピスを利用しようとしてアクセスが拒合さ

れるという経験をした時に，学術情報がタダで

はないことを強く実感した。一部の雑誌や論文

を除いて，学術論文の全文アクセスは基本的に

有料である。大学から学術雑誌サイトにアクセ

スして全えが読める時には，ほとんどの場合，

ページの卜のほうに小さく北大図書館に対する

ライセンスの表不があるはずで，我々が特別な

ログインもせずに原告諭丈を読むことができる

のは，北大内のネットワーク (.hokudai.ac.jp) 

からアクセスしていることで，図書館が契約し

たライセンスの利用が許可きれているからなの

だ。つまり， Jl2々は見えない北海道大学凶書館

を通じて学術情報にアクセスしていることにな

る。

シリアルス・クライシス

iii<<蔭123汀ul.2006)の大平光I1による巻頭

言「学術コンテンツ整備の現況について」に書

かれているように，平成17年度に電下ジャーナ

ルおよび学術文献データベースに対し，北大全

体で約4位7600)j円が支出されているとのこと

である。近年，そのほとんとが電子ジャーナノレ

イじされた学術雑誌の粁営は寡占化が進むととも

に，値段はうなぎ絞りで上昇を続けており，経

済的に余裕のない研究者・研究機関が学術雑誌

にアクセスすることが困艇になるシリアルス・

クライシス (C雑誌の危機J) と呼ばれる状泌が

起こっている c こうした状況に対応して，北大

では，それまで部局ごとに行われていた雑誌の

購入を，岡書館を中心に全学:共通経費化した〈

こうすることで，北大全体としての重複購読な



どの無駄を合軒イヒできただけではなく，今まで

は水j法学部や獣医学部でしか購読していないた

めに，わさわさず山古、けていったり，コピーサー

ピスをイ衣中買したりということをしなければなら

なかった雑誌が，自分のコンピューターからい

つでもアクセスできるようになるという， (少

なくとも私にとっては)夢のような利便性も得

られるようになった。

しかし，これは北大のような比較的大きな総

合大学だからこそ可能になったことで，小さな

大学や研究機関ではひたすらに購読雑誌が減っ

ていると聞いている。こうしたところでは，ま

さにンリアルズ・クラインスは研究継続の存亡

の危機なのである

なぜ有名雑誌は強気なのか

なぜ有力学術雑誌の値段が上がり続けるのか

というと，値段を卜げても内版社の収入が減ら

ないからである。その背景には，研究c!'i.か治名

雑誌を求める研究環境がある。

自然科学・社会科学系の学術雑誌には，ある

民間データベース会社の引川文献分析による

「インパクト・ 7ァクゲー」という数値がつけ

られ，この「業界」における影響力の強さを示

す指標のひとつとなっている。ある年のインパ

クト・ファクターは，その年の前年と前々年の

2"!'聞における当該雑誌の掲載論文の被引用度

を不すため， M究者が多く流行になっている分

野の雑誌のインパクト・ブアクターが高くなる。

しかし，ちょっと考えればわかるように，同じ

研究分野のある時点における「雑誌の影響力」

の差を知るためにしか使えないはずのこの数怖

が，研究費や研究職の獲得に際して研究者悩人

や研究機関の評価のために利用されるという根

本的に誤った使われ);が般化していることが，

このシリアルズ・クライシスの原凶のひとつで

あることは問追いないだろう。ある雑誌に掲載

されることが，研究者や研究機関の命運にかか

わるということであれば，関係省が経済効果の
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高い雑誌に投稿するために，購読したいと思う

気持ちはま里解できる

研究の成果は誰のものか

そもそも，科学の常みは人類の共有財産であ

る。そこまで哲学的にならずとも，我々の研究

活動のほとんどは税金を財淑とする公共の予算

のサポートにより行われているという事実があ

る。その成原;のひとつの発信形式である研究論

文が，非常に高額な対価を支払って購読しなけ

れば読むことのできない雑誌に発表されている

ということは，スポンサーである納税者に刻す

る背信行為とも言えよう c

こうした科学業績発表の同業主義化に抗して，

ゾJでは雑誌の無料公開を片指すオーブン・ア

クセスやフリー ジャーナルという動き均支出て

きている。オンラインでのアクセスを前提とす

る限り，印刷費などは不要になるので最小限の

コストでいわゆる学術雑誌形式の「山版物」を

作ることができる。さらに，スポンサーを募っ

たり，出版することで個人的メリットを享交す

ることが則侍される著者から費用を徴収したり

するシステムを採用することで，完全熊料のフ

リー アクセスが実現される。このような形式

でもっとも成功しているもののひとつがPLoS

(Public Libr削 yof Science) という生物医学系

の「雑誌」群である。 PLoSに掲載された術論

文は完全に無料で公開されている。また， IR来

の雑誌の中にも著者が特別料金を払うことで，

その論文についてはオンラインで無料公開する

というシステムをとるものカサ甘えつつある。

機関リポジトリと HUSCAP

そうは言っても，相変わらず主要な雑誌の多

くは高額な購読料を取り続けているとU寸現実

は変わらず，シリアルズ・クライシスはまだ

「今ここにある危機」である u 科学論丈は著者

達の科学的常みによって得られた成果を出版し

たものであり，その著作権が山版社にのみ帰属
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L.その販売によって得られる収入のすべてが

内版社にはいるのみなら 9.図版や文章の利用

権すら著i'iに与えられないという従来のやり方

に疑念は多い。そのような中で，論丈の|人j容及

びl叫版を必者の所属する機関(大学ぞ研究所)

のウェブサイトに限つてのみ公開を認める雑品、

が増えてきているc この場合，雑誌として山以

される論丈の最終形態の著作権は出版社が所有

するものの，そのもととなる最終版の論止;原稿

は著者にも著作権があり，それを山由に公開す

ることを認めるということらしい。こうした機

閣ごとに，司市立;・半年作をウェア配信するサー

ハ システムを機関リポジトリという。しかし，

たとえインターネット卜にハーチャルにrw築す
るものとはいえ，機関リポジトリを実際に運用

するためには，人・予算・環境が必安である。

日本では岡山情報学研究所のサポートを交けつ

つ， T1長大手早稲田大学，北海道大学が先駆

けとして機関リポジトリを構築，運用している。

機関リポジトリの問題点と将来

機関リポシトリの出発占は，大手作l版社に支

配されている学術情報流通を研究省・研究機関

自身の手に取り戻そうということで，このアイ

デイア自体に反対する人はあまりいないものの，

実際に逗川を始めてみるとなかなかスムースに

動かないというのが現実である。その原因はい

ろいろあると思われるが，最大の理山は診録の

煩わしさであり， もう一つは任録する論文;カミネ在

誌に印刷された最終形態のものではなく，印刷

するi宵前の「著省故終稲」であることである。

前者については，ただでさえ忙しい制究者が，

たとえ有料とはいえすでにインターネットでア

クセスが同能になっている論文を，無料アクセ

スできるようにするためにわざわざもうひとつ

すffiJd一るという「無償のサービス」作業に意欲

がわかないという気持ちはわからないでもないc

しかし，最近の調杏によると無料でアクセスで

きる状態になっている論文は，そうでないもの
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よりも引用されるチャンスが大幅に hがるとい

う調在があるので，これは単なる奉仕とは異な

り，研究i'iにもメリソトが期待できるものであ

ることが理解されるだろう。

方，学問分野によっては，印刷された論丈

(例えば，分類学の記載論文)を決定稿として，

それ以外のパージョンの存荘を嫌うケースがあ

る。この場今はすぐには対応が難しいかもしれ

ないが，学以として新しい時代の学術情報のあ

りんへの新しい対比、を迫られる時代が米ている

と考え，積極的に対応を図るべきではなかろう

か。

歴史遺産としての紀要

世界的規模で流通している学術雑誌のほかに，

最近では減りつつあるものの，大学紀32という

学術出版の形式がある。研究の同際的許制が重

要視されるようになってきて，山然科学系では

風目白のj:J火ともいえる状況に追い込まれている

大学の紀32であるが，かつては日本の科学の国

際的評価が低かったこと平，研究業作の同内干

義なとのI型白から，発表の後に照史的と評価さ

れることになる世界的に重要な論文が紀要に掲

載されることがしばしばあった。 例えば，夜、が

かつて所属していた理学部動物学教手にも紀要

があって，大学院生が単著で論文を投稿するな

ど，ひとりで論文を仕上げる機会を実践できる

貴重な州究者養成の場としても機能していたc

その「北大理学部紀要(動物学)Jを研究成果

の発表の場として積械的に利川したひとりが，

社会性ハチ学の権威として世界的に有名な故坂

上問 である。 北λ広報誌リテラポブ 1) (2005 

年冬号. VoL 21)に掲載された坂上の弟子の

ひとりである現珂学部教授・片手守晴雄の文車を

引用する。

こうした成栄の公衣に大きな役割を来た

したのが当時の北大理学部紀要(動物学)

(現在は休刊中)をはじめとする大学紀要



だったの支際 r.li己「凶出の社会」に百|用

された2:=J編のうちの9編は北大理学部紀要

に発表されている c 当時{j-:2同禿行されて

いた紀f;:-を，ページ制限なしに耐究成果を

発表できる坊として坂卜は大いに1首用した

のだったU なにかというとジャーナルのイ

ンパクトファクダーを気に守る現代の風潮

を聞いたら坂上は峨い飛ばすに泣いな¥""0

評価を決めるのは雑誌の析ではなくて論丈

山体の内'主主だ， といいきれるだけの実績が

jl!Zにはあったc

このように世保的にも貴煮な学術情報が蓄積

されている紀要を，北大のでとして登録してい

くことも IIUSCAPの重要な役割となるだろう。

さらに， IIUSCAPの中で，非常にアクセスの

多いことが不された教育資料の保存・公開も機

関リポジトリの役割としてj土門すべきものだろ

っ。

おわりに~機関リポジトリと図書館の未来

機関リポジトリが動き問した図書館を見てい

ると，図書館の未来が見えてくるような気がす

5 

Nu.121¥2006.11) 

る。今までの大学問書館の主な役割は，所wか
らf宇和情報を集め蓄積し，学内における研究・

教育活動に資tることだ、ったc 方，機関リポ

ジトリで行っていることは，北大からの学特『

教育情報の発信である。研究者はともすれば

匹狼として活動することが多いので，特定の大

学や研究機関に強い帰属思議を持たないことも

多い。しかし，大学という存存はijiなる個人材l

究者の寄せ集めではなく，全体としてある種の

まとまりを持った存在である。 HlSCAPとい

う形で，北海道大学における過玄と現杭の学術

情報教育資料が，縦横に解析可能なデータ

ベースとしてまとめあげられることで，今まで

想像することすらできなかった北海道大学の研

究・教育活動の全:n:が可視イヒされてくるのを見

るのは感動的ですらある。北海道大学の制 d先・

教育の過去と現在そして未来を記録・蓄積し続

け， リアルタイムでfと閉していくことのできる

IIUSCAPは，北海逗大学の資産と Lて，顔と

して，さらに大学と世界をつなぐゲートウェイ

としてますます発展していくだろう。そして，

それこそが未米の図書館の重要な機能のひとつ

なのだと思う。


